


はじめに

　上富良野町は、昭和55年に日の出公園へラベンダーを植栽し、昭和56年に町花

に制定したことからラベンダー観光が注目され、次第に観光入込客数が増加し、最盛

期の平成13年には年間100万人を超えるまでになりましたが、その後の経済情勢の

悪化等から旅行需要の停滞により、観光入込客数が年々減少し、また、他の観光地

等との競合、団体旅行から個人旅行への旅行動態の変化などの要因も含め、現在

では70万人を下回り、地域観光関連産業の衰退が懸念されるところであります。

　このようなことから、今後において観光入込客数拡大を図り、安定した地域観光関

連産業を確立することが急務であり、民間事業者、観光関連団体及び行政がより一

体となった計画的な取り組み実践が求められていることから「上富良野町観光振興

計画」を策定いたしました。

　この計画は、「第５次上富良野町総合計画」の基本理念を原則とし、平成25年度

から平成30年度までの６年間を計画期間として定め、町民、観光団体などあらゆる視

点から観光を柱とした活力あるまちづくりを目指していくものです。

　今後は、本計画が上富良野町の観光を推進する原動力として、町民との協働によ

り事業が展開され、地域の活性化へと繋がっていくことを期待しています。

　終わりに、本計画策定にあたり貴重なご意見をいただきました方々や、ご指導ご尽

力を賜りました関係者の皆様に深く感謝を申し上げるとともに、今後とも町民の皆様

のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

 
　　平成24年12月　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上富良野町長　向 山 富 夫



C O N T E N T S

1. 観光振興計画の目的と位置付け

２．上富良野町が進める観光地域づくり

01

03

上富良野町観光振興計画策定経過表

上富良野町観光振興計画について（諮問・答申）

上富良野町観光開発審議会　委員名簿

上富良野町観光開発審議会条例

69

70

71

72

１章 上富良野町観光振興計画の目的

１．観光振興計画の実施体制

２．観光振興計画における行動計画

41

43

4章 目標実現に向けた戦略プラン

１．観光動向

２．観光の現状と課題

３．観光振興計画における重点テーマ

07

08

32

2章 上富良野町観光を取り巻く現状と課題

１．観光振興計画の基本コンセプト

２．顧客ターゲットのイメージと目標設定

３．観光振興計画の基本戦略

35

36

40

3章 上富良野町観光の将来ビジョン

資料編

Tourism plan
Kamifurano-Town































15

図表４　イベントへの参加人数

出所：上富良野町
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上富良野町観光における課題

観光振興計画を進めるうえで重視したい事柄（n=182）

　上富良野町観光における課題として「『上富良野』の知名度自体が低い」「地域のシン

ボルとなる特産品が乏しい」「花観光以外の地域の柱となる観光が弱い」「地域の観光

情報の外への発信が不十分」などが多く認識されており、「上富良野」の認知度向上につ

ながる情報発信と情報発信の中身となる素材が必要と考えられる。

　観光振興計画を進める上で「農業の振興」「活性化」「商店・飲食店の活性化」「新し

い特産品の開発」などが大変重要と認識されており、観光振興計画における取組みテー

マに盛り込む必要があると考えられる。

大変重要 どちらかというと重要 あまり重要ではない 重要とは思わない 不明

農業の振興につながるもの

移住者の増加につながるもの

宿泊客の増加につながるもの

中心市街地の活性化につながるもの

商店・飲食店の活性化につながるもの

新しい特産品の開発につながるもの

住民の郷土愛の醸成につながるもの
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今回の旅行行程について（居住地別）

ここを訪れた理由（居住地別）

　上富良野町を訪れた理由として「景色が良い」「以前に訪問してよかった」「いつも立ち

寄っている」が多くなっており。景色の良さを魅力に決まったポイントに訪れる人が多いこと

が伺える。また訪れた観光地に関する情報入手方法として「特に情報は入手していない」

という回答が多いものの、「TVや雑誌」、「観光パンフレット」等をあげる回答が多く主要な

情報源となっている。さらに上富良野町訪問の満足度は総じて高く、観光客にとって魅力

ある観光地であることが伺える。

当施設への訪問のみが目的 上富良野町内を周遊する予定 美瑛・富良野エリアを周遊予定 旭川・層雲峡・富良野を周遊予定

北海道内を周遊する予定 未定
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この観光地に関する情報の入手方法（居住地別）

この観光地を訪れた感想（居住地別）
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上富良野町の観光施設等でこれまで訪問・参加経験のあるもの（n=271）

　上富良野町の観光施設等でこれまで訪問・参加経験のあるものについて、「ファーム

富田ラベンダーイースト」「フラワーランドかみふらの」「日の出ラベンダー園」などが多く、

「花（ラベンダー）」に関係する施設が多数となっている。
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また上富良野に観光に行きたいか（居住地別）

　「また上富良野に観光に行きたいか」という問いに「次回もこの観光地・イベント」を訪問

したいという回答が多数ではあるが、「次回は別の観光地・イベントを訪問したい」という回

答も目立っており、町内の様 な々観光スポットへ行きたいという潜在的なニーズがあるもの

と考えられる。

次回もこの観光地・イベントを訪問したい

次回は別の観光地・イベントを訪問したい

わからない

今後上富良野町を訪問したいとは思わない
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旅行の事前に参考にした情報（居住地別）

上富良野への訪問の決め手となった町の魅力（居住地別）

　旅行の事前に参考にした情報として「インターネット上の口コミ・体験談」が最も多く、

「友人・知人の口コミ」「ホテル・施設のホームページ」などが次いで多くなっており、イン

ターネットによる情報収集が中心であることが伺える。

　さらに、上富良野への訪問の決め手となった町の魅力として、「美しい自然・観光スポッ

トがたくさんある」ことをあげる人が最も多く、こうした町の魅力をインターネット等を活用し

効果的に観光客に向け発信していくことが必要と考えられる。
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これまで訪問したことがあるもの（n=166）

　町内で訪問経験のある観光施設として「ファーム富田ラベンダーイースト」「かんの

ファーム」「日の出公園ラベンダー園」など「花（ラベンダー）」に関係する施設が多くなっ

ているほか、「白銀荘」「カミホロ荘」「凌雲閣」「吹上露天の湯」など温泉施設が多数と

なっている。

62 

33 
31 
30 

27 
23 
22 

19 
18 

15 

12 
11 

11 
10 
9 

7 
7 
6 

3 
2 
1 

1 

1 
1 
1 

1 
1 
1 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ファーム富田ラベンダーイースト
かんのファーム

日の出公園ラベンダー園

白銀荘
カミホロ荘

フラワーランドかみふらの

凌雲閣
吹上露天の湯

フロンティアフラヌイ温泉
深山峠アートパーク

十勝岳ラベンダーロード
日の出公園オートキャンプ場

後藤純男美術館

千望峠

バーデンかみふらの
白銀荘前キャンプ場
深山峠ラベンダー園

レストラン
その他の観光地

土の館

ノースランドギャラリー
あきらフォトギャラリー

ウッディ・ライフ

上富良野町郷土館

花と炎の四季彩まつり
上富良野町開拓記念館

十勝岳山開き

北の大文字
かみふらの雪まつり

２
章　

上
富
良
野
町
観
光
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題



30

上富良野町を訪問した感想（居住地別）

また上富良野町を訪問したいか（居住地別）

　上富良野町を訪問した感想は「大変満足」が全体の4割程度、「やや満足」が2～3割

程度と高く、また上富良野町を訪問したいかという問いについては「今回と同様の観光を

目的として訪問したい」という回答が多い一方で「今回とは異なる観光を目的として訪問し

たい」という回答も2割弱あり、町内の様 な々観光を楽しみたいという潜在ニーズはあるも

のと考えられる。

大変満足 やや満足 ふつう やや期待はずれ 不明

今回と同様の観光を目的として訪問したい

今回とは異なる観光を目的として訪問したい

わからない

今後上富良野町を訪問したいとは思わない
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上富良野町の観光の魅力向上に向け認識する課題（居住地別）

　上富良野町の観光の魅力向上に向け認識する課題として「花観光以外の地域の観

光の柱が不足」「観光情報の外への情報発信が不十分」「案内標識が不十分」「町内の

主要スポットをめぐる交通手段が乏しい」などが多く指摘されている。

　花だけでなく町の様 な々観光を案内標識等を含めて効果的に情報発信していくことが

今後必要である。
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SWOT分析とは

　これまでの調査結果等を踏まえて、「ＳＷＯＴ分析」を用いて上富良野町の観光振興に関する

問題点・課題を整理しました。

　「SWOT分析」では、観光を取り巻く環境の分析として「外部環境分析」、及び観光特性の分

析として「内部環境分析」を行い、外部環境・内部環境に応じた戦略を打ち出します。

　外部環境分析は、上富良野町を取り巻く外部の環境を“機会 Opportunity（オポチュニティ）”

と“脅威 Threat（スレット）”に分けて分析しています。内部環境分析は、上富良野町の“強み 

Strength（ストレングス）”と“弱みWeakness（ウィークネス）”に分けて分析しています。

　「ＳＷＯＴ分析」は、主に企業が市場競争に勝ち残るための戦略の方向性を明確にする時に

使われますが、地域特性を把握する時にも使われます。

3．観光振興計画における重点テーマ

内　部　環　境

強　　　み（S） 弱　　　み（W）

外　

部　

環　

境

機　　　会（O）

脅　　　威（T）

【強み－機会】
※強みを活かし機会
　（チャンス）を捉える

【弱み－機会】
※機会を逸しないように
　弱みを克服する

◎【強み－脅威】
※脅威からの影響を
　最小限にとどめる

【弱み－脅威】
※あえてチャレンジしない

 （１）観光特性（強みと弱み）の分析～SWOT分析による検討
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観光対象からみたターゲットの考え方

（１）ターゲット顧客の考え方

２．顧客ターゲットのイメージと目標設定

　上富良野町には、観光客の様 な々価値や期待に応えられるだけの多様な観光資源が存在し

ています。

　今後、観光客の入込を増やし、地域の活性化につなげていくためには上富良野町にある観光

資源の特徴や立地特性などからターゲットとする顧客イメージを定めた観光を展開していくことが

効果的であることから今後ターゲットとする顧客イメージを次のように定めます。

上富良野町は富良野～美瑛の観光エリアの中心部に位置し、７月～９
月の花観光の時期には多くの観光客で賑わいます。
この時期は札幌や旭川などの近隣の都市部を含めて、全道から観光
客が訪れるほか、道外・海外からもラベンダー観光を目的に多くの観光
客が訪れます。
しかしながら、富良野や美瑛、中富良野と比べると観光客入込数が少な
く、本来迎えられる観光客を大きく取りこぼしている可能性があります。
ファミリー層、夫婦・カップル、友人同士などターゲットは比較的幅広くな
りますが、この富良野～美瑛エリアの観光に訪れる観光客をいかに上
富良野町に呼び込むかが、重要なテーマになると考えます。

花（ラベンダー）観光
の中心層

○

○

○

○

十勝岳連峰の登山客やフットパスなどはどちらかというと健康志向を背
景にした中高年層が多くなっていますが、「山ガ―ル」と言われる若い女
性の登山客も近年増えています。

登山客・アウトドア客
の中心層

○

十勝岳温泉郷の宿泊利用者については、中高年層が中心になります
が、ペンションの利用者については若いファミリー層、夫婦・カップルなど
が中心のターゲットになります。

宿泊客の中心層
○

ファミリー層、夫婦・カップル、友人同士などが中心のターゲットになり、
年齢層も幅広くなります。飲食店利用

の中心層

○

後藤純男美術館は中高年層の利用が多くなっており、土の館や町内
のギャラリーなどは観光訪問地としてあまり認知されておりませんが、利
用者の多くは同様に中高年層となっています。

美術館やギャラリー
などの中心層

○
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●外国人観光客の考え方
 　上富良野町には、数多くの外国人観光客が訪れるようになっており、今後重要な観光客として
の位置付けが一層増すものと考えられます。
　訪れる外国人観光客の多くは香港・中国・台湾・韓国などからの団体のツアー客ですが、近年
は、レンタカーを使った小グループの観光も増えています。
　さらに、オーストラリアの観光客が冬場に十勝岳温泉郷の温泉宿泊施設などを利用しながら、
バックカントリースキー（山スキー）やスノーボードなどのウインタースポーツを楽しむ光景も目立つよ
うになってきました。
　バスにより団体ツアーの一環で訪問する外国人観光客も今後の観光を考える上では、必要な
顧客対象となりますが、観光振興計画の中では、将来的に上富良野町のファンになり上富良野
町の観光の発展に貢献してくれるような良質の顧客を拡大していくことが重要と考えております。
　観光振興計画では団体ツアーではなく、自ら上富良野町に関心を持って訪問してくれる顧客
層、環境保全にも理解のある良質の観光客をターゲットとします。
　
●誘客市場からみたターゲットの考え方
 　上富良野町は、旭川はもちろん札幌からの距離も比較的近く、日帰りでの観光も十分可能で
す。
　札幌圏（札幌、江別、小樽など）や旭川圏（旭川市を中心とした周辺地域）、空知圏（岩見沢、
滝川、夕張、芦別など）といった大きな観光市場は上富良野町からも近く、１年を通じ観光のター
ゲットとする必要があると考えます。

今後目指す顧客ターゲットのイメージ

花観光
飲食店利用
登山・アウトドア
美術館・ギャラリー
十勝岳温泉郷旅館
ペンション

顧客ターゲットのイメージ
ファミリー層、夫婦・カップル、友人同士など広い顧客層
※富良野～美瑛エリアを訪れる観光客をいかに上富良野町に呼び込むかが大きな観光テーマ

中高年層が中心（アウトドア志向、芸術志向が強い人）
若い女性グループ（口コミ情報の受発信者）にも着目
ファミリー層、中高年層などが中心
若いファミリー、夫婦・カップルなどが中心

香港・台湾のなどアジア圏およびオーストラリアの個人旅行者（富裕層など）　
※タイプは上記イメージと同じ

札幌圏、旭川圏（冬場も有望）、空知圏

観光対象からの視点

顧客ターゲットのイメージ
外国人観光客の視点

顧客ターゲットのイメージ誘客市場の視点
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【概要】
　「見る癒し」「聞く癒し」「食べる癒し」「触れて・体験して感じる癒し」「香る癒し」の五感で感
じる癒しの視点から、町民に観光客にお勧めできる町内の観光資源と観光客への提供の
仕方、観光資源のもつ物語などについて情報提供いただきます。
　また、上富良野が好きで何度も訪れていただいている町外の人からも、町内のお勧めポイ
ント、お勧めの理由などの情報を受け付けます。
　いただいた情報は、観光協会などのホームページで紹介するほか、新しい観光プログラム
の素材としての活用検討につなげます。

【方法・事業イメージ】
　観光協会のホームページで専用ページを設けて、上富良野町のお勧めの観光資源を投
稿いただくほか、観光協会や町への直接お知らせいただく方法をとります。

【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、観光資源発掘・物語創りワーキング

【行動計画】

①-ア　町民や上富良野のファンの参加による観光資源発掘プロジェクト

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

専用ページの構築と情報受付開始 継続して情報を受付
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【概要】
　町民を対象に、町の隠れた観光資源、是非町民には知ってもらいたい観光資源などを
知ってもらうツアーを実施し、地元のよさを再発見・再認識してもらうと同時に、観光客に対し
ても上富良野町の観光をよりよく伝えられるようにします。
　また、地元再発見ツアーは必要に応じて今後観光振興計画で実施する新たな観光メ
ニューのテスト機会としても位置づけます。

【方法・事業イメージ】
○ 町内の主要観光スポットを周遊するルートを複数設けて、ガイドとともに町営バスを使っ
　 て各ポイントを巡ります。（季節やコンセプトの異なるものを複数構築）
○ 参加希望者は町の広報誌やホームページ、観光協会のホームページなどで募集します。
　
【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会

【行動計画】

①-イ　町民を対象とした地元再発見ツアー

モデルツアーの開催（基本構築後に実施）

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

モデルコースの設定（基本構築） モデルルートの拡充
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【概要】
　町内の小中高校にて、地域の歴史・文化、町の観光の現状、地域の観光資源などにつ
いて学び、地域観光についての理解を深めて地域のよさを認識するとともに、観光客に対し
ても親身に接することができるようにします。

【方法・事業イメージ】
○ 町内の観光ボランティアガイドや観光協会・町職員などが学校の依頼により総合学習
　 の一環で「観光」をテーマにした授業を行います。
○ 「歴史・文化」「地域の自然・動植物」「観光の現状」「観光資源」などのテーマが盛り
　 込まれた資料を作成し総合学習などの授業で活用します。

【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、町内の小・中・高校

【行動計画】

①-ウ　小中高校を対象とした「地域観光学」講義等の開催

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

地域観光資料の製作、講師の確保・育成 地域観光学の実施
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【概要】
　観光関連施設でのホスピタリティの向上やボランティアガイドの育成、その他特産品開発
やグリーンツーリズム、アウトドア観光など観光振興計画で実践を目指すテーマに応じた人材
育成を外部の専門家などの協力を得て実施します。
　
【方法・事業イメージ】
　かみふらの「観光地域力向上塾（仮称）」を実施し観光人材の育成を図ります。北海道大
学や北海道観光振興機構、北海道などの協力を得て専門家を招聘し、出前講座を設けま
す。
　なお、参加者から有志を募り新しい観光を実践するワーキングづくりを目指します。
▼テーマ例

　

【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会
　
【行動計画】

①-エ　観光人材育成プロジェクト

町内の観光関連施設の従業員を対象とした観光客の満足度向上につ
ながる接客技術の向上を目指します。

自然ガイドやアウトドアガイドなどに必要な知識・スキルの向上を目指しま
す。北海道で実施しているアウトドア資格制度なども積極的に活用します。

上富良野を代表する地域の特産品、上富良野ならではの地域メニュー
の開発と定着を図るために必要な考え方、マーケティング知識等の習得
を図ります。

「体験観光」「自然散策」「エコツーリズム」「グリーンツーリズム」など上富
良野の特徴を活かした様 な々観光を効果的に実践するために必要な知
識の習得を図ります。

フェイスブックやツイッターなどITツールを活用した情報発信方法、観光
マーケティング情報の活用方法等を学びます。

ホスピタリティの向上

ボランティアガイドの育成

特産品・地域メニュー
の開発

ニューツーリズムの
企画と実践

ITの活用を通じた観光
マーケティングの実践

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

観光地域力向上塾の企画と一部実施 継続性が求められるテーマを引き続き実施
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【概要】
　これまであまり進められていなかったグリーンツーリズム、自然散策などの新しい観光を町
内関係者との連携により進めます。
　
【方法・事業イメージ】
グリーンツーリズムの拡充（想定実施時期：春～秋）
○上富良野町の基幹産業である「農業」と「観光」との融合を図り、収穫体験、農業体験、加工体験な
　どが実施できるような体制づくりとプログラムを構築します。
○既に町内でグリーンツーリズムを行っている農家のネットワークを拡大し、グリーンツーリズムを強力に
　実践することにより、教育旅行や一般観光客の受入れを拡大させ、農業の振興にも結びつけます。
　
自然資源を活かした自然散策ツアーの実践（想定実施時期：通年）
○小動物や植物の観察や渓流めぐりなど自然散策が可能なルートを構築し、ガイド付のツアーを企画し
　ます。
○自然散策のガイドブックも季節ごとのものを制作し、観光客に配布できるようにします。
　
フットパスの‘メッカ’を目指す（想定実施時期：通年）
○環境ボランティア団体では既に町内及び大雪山をフィールドにしたフットパスを実践しています。
○今後は上富良野町が全国一の「フットパス先進地」となり、フットパスを主目的にした観光客が全国か
　ら集まるよう、様 な々取組みを行います。
○具体的にはフットパスサミット（全国大会）の継続開催や、ガイドブックの制作、ショート・ミドル・ロング
　など観光ニーズに応じたコースを充実（季節も考慮）させるとともに、制覇したコースに応じた記念品
　の進呈や完全制覇者に称号授与などを行います。
　
町内のホップを活かした産業観光の実践（想定実施時期：夏）
○町内にはホップの育種開発について研究している、サッポロビール株式会社の研究所があり、ホップ
　農場も町内の広範囲にあります。
○ホップの収穫時にあわせて、農場におけるホップの摘み取り体験、上富良野町とホップの関わりの歴
　史やビール製造までのプロセスの講義、上富良野の限定ビールを地域の特産である「豚サガリ」を食
　べながら飲む、などを組み合わせたツアーをサッポロビール株式会社や旅行代理店などの協力を得て
　実施します。
○ツアーは飲酒が前提となることから、札幌や旭川、上富良野駅などからの送迎バスの利用を検討
　します。

②-ア　グリーンツーリズム、アウトドアなどニューツーリズムのプログラム化
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【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、JA、『ニューツーリズムワーキング』、『２～３時間上富良野に寄りませんか
ワーキング』など
　
【行動計画】
グリーンツーリズムの拡充

自然散策ツアーの実践

ホップツアー

フットパスのメッカ創り

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

勉強会の実施、ネットワークづくり
（ネットワーク後グリーンツーリズムを実施）

プログラムの拡充、プロモーションの強化

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

モデルコースの設定、ガイド育成、ガイドブック
作成

ツアーの実施
（ガイドの確保・育成は継続して実施）

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

コースのPR、ガイドの確保・育成、
各種プロモーション、スタンプ制度導入

「食」など他の観光プログラムと連携した展開を
検討

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

単独でのプログラムを試験的に実施 他の観光プログラムと融合された展開を検討
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【概要】
　夏場の花観光の時期に美瑛～富良野エリアの観光に来る観光客を上富良野町に呼
び込むための戦略的な観光プログラムの構築と発信を行います。
　観光客のニーズに応じ、上富良野町の５つの癒しを効果的に絡めた２～３時間程度の
ショートプログラムの構築を行います。
　
【方法・事業イメージ】
花資源を活用したプログラム構築（想定実施時期：夏～秋）
○日の出公園やラベンダーロードなどの花資源の充実のほか、町民の協力を得て町内に点
　在するオープンガーデンを巡るスタンプラリーを実施します。また「見る」だけでなくポプリづ
　くりなど体験メニューも絡めます。
　
温泉資源を活用した展開（想定実施時期：通年）
○町内で飲食した観光客、ラベンダー施設等を訪れた観光客への町内温泉割引チケットを
　提供、あるいは町内の温泉施設を利用した観光客への町内観光関連施設の割引チケッ
　トを提供し町内の周遊を促します。
　
かみふらの八景めぐりのスタンプラリー（想定実施時期：通年）
○QRコードを各施設のポイントに設置し、八景全てを回った観光客に粗品や町内観光関
　連施設の割引チケットを提供します。
　
レンタル自転車による町内散策（想定実施時期：春～秋）
○町内のビューポイントやレストラン・カフェなどを２～３時間程度で周遊できるモデルコース
　を複数パターン設けて、観光客が電動自転車やマウンテンバイク等で周遊できるようにし
　ます。
○それぞれのポイント・施設の特徴が伝わるマップを別途制作し、利用者に配布できるよう
　にします。
○自転車のレンタル場所として上富良野駅前や商店街の空き店舗などの活用なども検討
　します。

②-イ　戦略的短時間周遊型プログラムの構築
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【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、十勝岳観光旅館協会、商工会、町民、『２～３時間上富良野に寄りません
かワーキング』など
　
【行動計画】
花資源を活かしたプログラム

複数施設利用者への割引制度

レンタル自転車活用プログラム

かみふらの八景スタンプラリー

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

町内花資源の整備、オープンガーデン協力者
確保・ルートづくり

花資源の継続的な整備
オープンガーデン巡りツアーの実施

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

協力施設の確保
（できるところから割引制度を導入）

割引制度の実施（対象施設の拡充）

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

QRコードのポイントへの設置とスタンプラリーの
実施

事業の継続実施

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

モデルコースの設定、案内ガイド冊子の作成、
プログラムの一部実践

モデルコースの拡充
（季節やテーマに応じたコースの充実）
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【概要】
　主に春、秋、冬場の観光オフシーズンにおける町内宿泊施設の利用客を増やすための
様 な々取組みを実施します。
　
【方法・事業イメージ】
「かみふ暮らし」の推進
○都会暮らしをする人が年に数回、町内のペンションなどに中長期滞在し四季折々の上富
　良野の魅力を体感できるようなプログラムを宿泊施設側が中心に提供します。
○各ペンションでは観光客のニーズに応じて、各種体験メニューや滞在プログラムを整備し
　ます。必要に応じて、町内の観光プログラムとの融合も図ります。
　
「雲海」ウオッチング、「星空」ウオッチング
○早朝に気候条件が整った時しか見ることができない｢雲海｣を十勝岳温泉郷などから眺め
　る「雲海」ウオッチングツアーや、星空の美しい上富良野町の特徴を活かした「星空」ウ　
　オッチングをPRします。
○雲海や星空がよく眺められるポイントを探し、各施設や観光協会のホームページ等で情
　報発信します。ガイドが付いたプランの場合はプラスアルファでガイド料を徴収します。
○いずれも早朝あるいは夜の行動となるため、宿泊客の増加が期待できます。ただ天候に
　大きく左右されるため、見ることができなかった時のための代替プランを造っておくことが
　必要となります。
　
町内の音楽家の宿泊施設出張ライブや楽器演奏体験の実施
○町内の南米アンデス音楽をモチーフとしたアマチュアバンドをはじめ、ユニークな音楽活
　動を実施しているグループ・個人の協力を得て、宿泊施設へ出張ライブや楽器演奏体験
　などを行うことで、宿泊施設の付加価値を高めて利用者の拡大を目指します。
　
町内の農産物の積極活用など地産地消を強化することによる食の魅力アップ
○地域ならではのメニュー、豊かな農畜産資源の地産地消などを通じた食の魅力アップを
　一層図り宿泊施設の利用拡大につなげます。
○JAや農家の協力を得て、安価に宿泊施設が食材を入手できる仕組みを作り、地産地消
　の拡大を図ります。

②-ウ　宿泊客拡大に向けたプログラム構築
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【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、ＪＡ、十勝岳観光旅館協会、商工会、『宿泊客拡大ワーキング』など
　
【行動計画】
かみふ暮らしの推進

「雲海」「星空」ウオッチング

地産地消等による食の魅力アップ

音楽家による出張ライブ等

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

協力施設の確保、連泊プランの構築 モデルツアーの実施から事業を本格展開

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

PR方法の検討、ガイドの確保・育成
（試験的にプログラムを実施）

事業の本格実施

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

協力グループ、協力施設の確保
（試験的にライブイベントを実施）

事業の本格実施

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

メニューの検討、JA等への働きかけ、効率的な
物流方法等の検討
（導入できるものから宿泊施設で実施）

地産地消の推進
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【概要】
　上富良野町民が愛するメニュー「豚サガリ」や「かみふらのポーク」を使った新たなご当地
メニューの開発や、地元のレストランや温泉施設等で提供可能な新たな料理メニューの開
発・普及を推進します。また豚サガリや農産物を含めた地域の食材を活用した特産品作りに
取組みます。
　
【方法・事業イメージ】
○町民からのアイデアコンテストのほか、町内の飲食店・旅館等の関係者で開発を行いま
　す。
○開発された特産品やメニューは地域の飲食店や商店、宿泊施設でも提供・購入ができる
　ようにするとともに、PR に努めることで知名度向上を目指します。

【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、十勝岳観光旅館協会、商工会、町民など
　
【行動計画】

②-エ　上富良野ならではの特産品や料理の開発

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

特産品・メニュー開発のチーム編成と試作品の
開発、提供方法検討
（開発できたものから随時取扱い開始）

継続的な開発活動を実施
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【概要】
　町民の企画による小イベントの実施や、既存イベントにおける町民企画のプログラムの
提案など町民主導によるイベントの拡充や、商店街や自衛隊などとの協力による町の特色
を活かしたイベントを新たに企画・実施します。
　
【方法・事業イメージ】
新規小イベントの実施（想定実施時期：通年）
○地域の活性化と観光客との交流などを目的とした、町民の創意工夫・アイデア等に応じ
　た小イベントの企画・実施を支援します。
○イベントは住民会・町内会や学校などの単位での実施を想定しています。
　　
既存イベントの町民企画プログラムの活用（想定実施時期：通年）
○季節ごとに様 な々イベントが実施されていますが、町民から企画のアイデアを募り、イベン
　ト内でプログラム化します。
○アイデアは町民と観光客双方が楽しむことができるような企画とします。
　
商店街を活用した「かみふらのマルシェ」の実施（想定実施時期：秋）
○農家の農産物作付ローテーションなどを考慮しつつ、町内の新鮮な農産物を集めて町内
　の商店街などで、観光客や地元町民を対象に直売する事業を行います。
○農産物の直売のほか、加工品やメニューの販売などと絡めてイベントとして展開します。

②-オ　イベントの魅力拡充
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【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、商工会、JA、「イベント創出・地域商業活性化ワーキング」、町内会など
　
【行動計画】
町民企画による小イベントの実施

町民企画による既存イベントの拡充

かみふらのマルシェの開催

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

企画の受付
（採用されたものから試験的にイベントを実施）

イベントの実施（企画は随時受付）

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

企画の受付
（採用されたものからイベントに反映）

イベントの実施（企画は随時受付）

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

出品者・農産物、出品場所などマルシェの企画
（試験的にマルシェを実施）

かみふらのマルシェの本格実施
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【概要】
　観光客が落ち込む冬にかけての観光プログラムを開発し冬場の集客向上につなげます。
　
【方法・事業イメージ】
上富良野の特徴を活かしたスノーアクティビティの実施
○冬場に実施可能な自然散策ルートを構築し、地元ガイドの誘導のもとスノーシューツアー
　を行います。
○既にオーストラリアからの観光客に広まりつつある、十勝岳の山スキー・スノーボードツ　
　アーを地元のガイドを確保・育成します。
○高さ２～３メートルの雪の壁の中を２～３km程度歩ける「かみふらの雪壁ウオーク」を検討
　します。
○冬の「かみふらの八景」巡りを、地元のガイドが付いて実施します。観光客のニーズにあわ
　せて半日コース、１日コース、１泊2日コースなどの設定を検討します。
　　
「かまくら」を活かした観光プログラムの開発
○「かみふらの雪まつり」の開催時にかまくらを会場に設置し、中で飲食が実施できるように
　します。
○また可能な範囲で、町内の特定スペースで「かまくら」を一定期間常設で設置し、焼き肉・
　バーベキュースペースとして開放することも検討します。
　
【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会、十勝岳観光旅館協会、商工会、「オフシーズン対策ワーキング」など
　
【行動計画】

②-カ　オフシーズン（冬）の集客に向けたプログラム

スノーアクティビティ

かまくらを活かしたプログラム

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

プログラム企画（冬まつりから試験的に実施） 事業の本格実施

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

ガイド確保・育成、プログラムの企画
（可能なものから事業を実施）

事業の本格実施
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【概要】
　町内の観光施設・スポットに案内表示等を設置し、観光客を効果的に誘導できるようにし
ます。

【方法・事業イメージ】
　富良野・美瑛広域観光推進協議会の事業なども活用し、国道237号線やかみふらの八
景など主要観光スポットに隣接する道路沿いに、共通のロゴマークをセットにした案内標識・
サイン等を設置し観光客を町内に呼び込みやすい環境をつくります。

【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会

【行動計画】

③-イ　町内の観光施設・スポットまで効果的に誘導するサイン・案内板の設置

花の充実

景勝ポイントの駐車場等整備

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

整備が必要なポイントの検討、関係者の調整 整備の実施

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

設置場所と設置方法、内容等の検討 必要に応じサイン、案内板等を設置箇所の拡充

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

必要施設の検討
（できるところから整備を実施）

手入れは継続的に実施
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【概要】
　ナビゲーションシステムのついた車移動の観光客の利便性を高めるため、観光協会の
ホームページや町内の観光関連パンフレットに記載された観光施設・ポイント等にマップコー
ド番号を記載します。
　
【方法・事業イメージ】
○観光協会、商工会のホームページにある町内の観光施設・ポイントの所在地にマップ
　コード番号を付記します。
○また既存の観光ガイドや資料等についても、順次マップコードを記載します。
　
【プロジェクト実施主体】
　町、商工会、観光協会
　
【行動計画】

④-イ　観光協会のホームページに町内施設のマップコード番号を明記

【行動計画】

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

ホームページへのマップコードの付記（施設・ポイントの更新があれば随時実施）

観光ガイド・資料等への付記（施設・ポイント等の変更があれば随時実施）

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

モデルルートの構築

案内資料作成、ホームページへの反映（できあがったルートから随時作成）

ルートの拡充
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【概要】
　近年にかけ、インターネットを通じた観光情報の収集が主流になっていることから、ホーム
ページを整備し観光客の口コミや評判などを活かした観光情報の発信を行います。
　旬の地域観光情報の発信や効果的な口コミ情報等を受発信することにより、集客向上
につなげます。

【方法・事業イメージ】
○ 観光協会のフェイスブックサイトを構築し、観光客との双方向のコミュニケーションがとれ
　 るようにします。観光協会のホームページからリンクできるようにします。
○ 観光客はフェイスブックサイトからタイムリーに観光情報を入手したり、観光を通じた「かみ
　 ふらの物語」の書き込みができるようにします。
○ また既存の観光協会のホームページに、町民や町外の上富良野ファンから観光の情報
　 発信ができるよう、フェイスブックやツイッターのリンクコーナーを作成します。
　
【プロジェクト実施主体】
　観光協会、町民、観光資源発掘・物語創りワーキング

【行動計画】

④-ウ　ツイッターやフェイスブックを含めたインターネット活用による情報受発信

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

サイトコンセプト企画、サイトの構築 サイトの維持・管理
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【概要】
　見晴台公園などに設置されている観光案内所の機能強化を図るとともに、案内所の存
在が分かるような表示を行うことで、利用者の拡大を図ります。

【方法・事業イメージ】
○ 観光案内所で地域の情報発信が十分できるよう、スタッフの育成やパソコンの設置など
　 を行うほか、観光客に利用しやすいよう建物の拡充も行います。
○ 観光案内所の存在が観光客に分かるよう、看板を周囲に設置するとともに案内所内あ
　 るいは案内所付近に売店（アンテナショップ等）を設置するなどして立ち寄り機会の拡大
　 を図ります。

【プロジェクト実施主体】
　町、観光協会

【行動計画】

④-エ　観光案内所の整備

観光案内所の機能強化

観光案内所の利用拡大

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

スタッフ研修、パソコンの設置、施設の拡充 必要に応じて施設の拡充を検討

前期（～３年目） 後期（４年～６年目）

物販機能の強化策検討、表示物の設置
（できるところから物販事業を新たに開始）

物販事業の本格実施
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【行動計画一覧】
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実施項目 行動
計画プロジェクト名 具体取組みテーマ

（優先度が高いものは◎）

町全体で観光客を快く
受入れおもてなすことが
できる意識の醸成

◎町民や上富良野のファンの参加
　による観光資源発掘プロジェクト

町民や上富良野ファンの参加によ
る地域の観光資源発掘プロジェクト 前期

○小中高校を対象とした「地域観
　光学」講義等の開催

小中高校を対象とした「地域学
（観光をテーマ）」講義等の開催 後期

◎町民を対象とした地元再発見ツアー町民を対象とした地元再発見ツアー 前期

かみふらの物語の素材
となる観光資源の発見
（再評価）・磨き上げ・
観光プログラムとして
の提供

◎グリーンツーリズムの拡充
○自然資源を活かした自然散策
　ツアーの実践
◎フットパスの‘メッカ’を目指す
◎町内のホップを活かした産業観
　光の実践

ニューツーリズムのプログラム化 前期

○上富良野ならではの特産品や
　料理の開発

上富良野ならではの特産品や料理
の開発 前期

○新規小イベントの実施
○既存イベントの町民企画
　プログラムの活用
◎商店街を活用した「かみふらの
　マルシェ」の実施

イベントの魅力拡充 後期

○「かみふ暮らし」の推進
◎「雲海」ウオッチング、「星空」
　ウオッチング
○町内の音楽家の宿泊施設出張
　ライブと楽器演奏体験の実施
◎町内の農産物の積極活用など
　地産地消を強化することによる
　食の魅力アップ

宿泊客拡大に向けたプログラム構築 前期

○花資源を活用したプログラム構築
○温泉資源を活用した展開
◎かみふらの八景めぐりのスタンプ
　ラリー
○レンタル自転車による町内散策

戦略的短時間周遊プログラムの構築 前期

◎ホスピタリティの向上
◎ボランティアガイドの育成
◎特産品・地域メニューの開発
◎ニューツーリズムの企画と実践
○ITの活用を通じた観光マーケティ
　ングの実践

観光人材育成プロジェクト 前期
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実施項目 行動
計画プロジェクト名 具体取組みテーマ

（優先度が高いものは◎）

◎上富良野の特徴を活かしたスノー
　アクティビティの実施
○「かまくら」を活かした観光プログラ
　ムの開発

オフシーズン（冬）の集客に向けた
プログラム 後期

○主要な観光関連施設・スポットの
　ハード面の整備

主要観光関連施設・スポットのハー
ド面の整備 前期

○町内の観光関連施設・スポット
　まで効果的に誘導するサインや
　案内板等の設置

町内の観光施設・スポットまで効果
的に誘導するサイン・案内板等の
設置

後期

◎観光案内所の整備観光案内所の整備 前期

◎観光協会のホームページに町内
　施設のマップコード番号を明記

観光協会のホームページに町内
施設のマップコード番号を明記 前期

◎ツイッターやフェイスブックを含め
　たインターネット活用による情報
　発信

ツイッターやフェイスブックを含めた
インターネット活用による情報発信 前期

かみふらの物語の素材
となる観光資源の発見
（再評価）・磨き上げ・
観光プログラムとして
の提供

観光客に満足してもらう
ための観光関連施設・
観光スポット等の整備

◎観光テーマに応じた町内のモデ
　ルルートのとりまとめと効果的な
　情報発信

観光テーマに応じた町内のモデル
ルートの取りまとめと効果的な情報
発信

前期

観光情報の効果的な
取りまとめと発信
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5

上富良野町観光開発審議会
　会長　宮　下　吉　勝　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　上富良野町長　向　山　富　夫

　　　上富良野町観光振興計画の策定について（諮問）

　上富良野町観光開発審議会条例第2条の規定により、次の事項について諮問しますのでご審議のう
え、ご答申願います。

記
１　諮問事項
　  上富良野町観光振興計画の策定について
２　諮問期限
　  平成24年11月下旬

諮　問　理　由

　本町は、大雪山国立公園十勝岳連峰麓に広がる富良野盆地北部に位置し、基幹産業である農業と
ともに、その農業景観が織りなす田園風景、十勝岳連峰を眺望できる雄大な山岳風景と温泉観光、町
花ラベンダーなど多様な観光資源を有する観光のまちです。
　ラベンダー観光が注目されてから著しく観光入込客数が増加し、最盛期を迎える平成１３年には年間
１００万人を超えるまでに至り、隣接する市町村と合わせた富良野・美瑛エリアが国内有数の観光地とし
て広く認識されるまでになりました。
　しかし、経済情勢の悪化と旅行需要の停滞により、観光入込客数が年々減少し、また、観光地の競争
化、団体旅行から個人旅行への旅行動態の変化などの要因も含め、現在では８０万人を下回り、地域観
光関連産業の衰退が懸念されることから、今後において観光入込客数の維持、拡大を図り、安定した地
域観光関連産業を確立することが急務であり、民間事業者、観光協会及び行政がより一体となった計
画的な取り組みが求められています。このことから「第５次上富良野町総合計画」の基本理念を原則と
し、平成２５年度から平成３０年度までの６年間を計画期間とする上富良野町観光振興計画を策定した
いので、上富良野町観光開発審議会条例第2条の規定により、その基本的な考え方について貴審議
会の意見を求めます。

 
平成２４年１２月２０日

　　上富良野町長　向　山　富　夫　様

　　　上富良野町観光振興計画の策定について（答申）
　
　平成24年5月24日付上富商観第160号をもって本審議会に諮問のあった上富良野町観光振興計
画の策定について、委員相互で情報交換会を含め7回にわたり意見を交わし審議を重ねた結果、別添の
とおり策定すべきものと決定しましたので答申します。

上富良野町観光振興計画について（諮問・答申）

上富商観  第160号
平成24年5月24日

上富良野町観光開発審議会
　　会　長　宮　下　吉　勝
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宮下吉勝

本田健祐

川上幸夫

佐川泰正

多田繁夫

中西靖男

松田　靖司
（平成24年9月14日～）

吉田　宏
（～平成24年9月13日）

長田公一

会長

副会長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

一般社団法人かみふらの十勝岳観光協会

住民会長連合会

ふらの農業協同組合

上富良野町商工会

その他個人（6次産業化実践）

その他個人（移住者）

かみふらの十勝岳観光旅館協会

かみふらの十勝岳観光旅館協会

一般社団法人かみふらの十勝岳観光協会

会長

会長

副組合長理事

会長

副会長

会長

事務局長

氏名 所属団体等 役職等
観　光
協　会

観　光
協　会

学　職
経験者
学　職
経験者
学　職
経験者
学　職
経験者
学　職
経験者
学　職
経験者

学　職
経験者
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昭和47年12月25日条例第34号

　　　上富良野町観光開発審議会条例
　（設置）
第１条　上富良野町の観光事業に関する総合的な開発対策を樹立し、その円滑な推進を図るため、上富良
　野町観光開発審議会（以下「審議会」という。）を置く。
　（所掌事項）
第２条　審議会は、町長の諮問に応じて次の事項につき調査審議し、又は意見を具申するものとする。
　(１)　観光事業の基本方針の策定に関すること。
　(２)　観光施設の整備促進に関すること。
　(３)　観光資源の開発、保護及び育成に関すること。
　(４)　その他観光事業に関し、必要と認めること。
　（組織）
第３条　審議会は委員８人をもって組織し、その委員は次に掲げる者のうちから町長が任命する。
　(１)　社団法人かみふらの十勝岳観光協会々員
　(２)　学識経験者
２　委員は当該諮問にかかる審議が終了したときは、解任するものとする。
 　（会長及び副会長）
第４条　審議会に会長及び副会長を置く。
２　会長及び副会長は委員が互選する。
３　会長は審議会を代表し、会務を総理する。
４　副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代理する。
　 （会議）
第５条　審議会は会長が招集する。
２　審議会は委員の過半数が出席しなければ会議を開く事ができない。
３　議事は出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。
　 （庶務）
第６条　審議会の事務は産業振興課において処理する。
　 （雑則）
第７条　この条例に定めるもののほか審議会の運営に関し、必要な事項は町長が定める。
　　　附　則
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（昭和56年６月29日条例第28号）
　この条例は、昭和56年９月１日から施行する。
　　　附　則（平成11年３月26日条例第２号）
　この条例は、平成11年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成15年12月17日条例第29号）
　この条例は、平成16年４月１日から施行する。

上富良野町観光開発審議会条例

昭和56年６月29日条例第28号
平成11年３月26日条例第２号
平成15年12月17日条例第29号

改正




